
南筑高校 （福岡・市立）
テーマ ▶ 観点別評価への新たな取り組み　　 目的 ▶ 基礎学力向上と自学の習慣作り

リクルートサービスを活用した実践事例

　

創
立
1
0
0
周
年
を
越
え
る
南
筑
高
校

は
、柔
道
、剣
道
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
強

豪
校
。
進
路
に
合
わ
せ
た
多
彩
な
ク
ラ
ス
を
選

べ
る
「
普
通
ク
ラ
ス
」と
競
技
の
知
識
と
技
術

を
磨
く
「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
ク
ラ
ス
」が
あ
り
、

多
様
な
進
路
に
応
じ
た
基
礎
学
力
の
定
着
は
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
』は
到
達
度
テ
ス
ト
を
行

い
、生
徒
が
苦
手
分
野
を
克
服
す
る
た
め
連
動

課
題
配
信
が
で
き
る
。そ
う
考
え
て
活
用
を
始

め
た
の
が
２
０
２
２
年
度
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

初
年
度
は
生
徒
も
教
員
も
課
題
配
信
に
慣

れ
る
の
に
精
一
杯
で
し
た
が
、働
き
方
改
革
の

一
環
と
し
て
中
間
考
査
を
な
く
し
、教
員
に
余

裕
が
で
き
た
23
年
度
か
ら
は
、活
用
法
を
考
え

る
教
員
が
増
え
、観
点
別
評
価
に
も
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。お
か
げ
で
、生
徒
た
ち
の
自
学
習
慣

も
つ
い
て
き
ま
し
た
」と
山
下
経
男
校
長
。

　

ス
タ
サ
プ
課
題
を
観
点
別
評
価
に
取
り
入

れ
た
の
は
、英
語
科
が
最
初
だ
と
い
う
。

「
昨
年
の
１
年
生
か
ら
観
点
別
評
価
に
加

え
、現
在
、２
年
生
の
英
語
で
も
、一
学
期
は

観
点
②
の『
思
考
・
判
断
・
表
現
』に
受
動
態
と

不
定
詞
の『
ス
タ
サ
プ
単
元
テ
ス
ト
』を
入
れ
て

い
ま
す
。
中
間
考
査
1
回
よ
り
は
点
数
が
取
り

や
す
い
の
で
、が
ん
ば
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。

観
点
③
の『
主
体
的
…
』に
は
、週
末
課
題
の

実
施
・
終
了
を
示
す
『
確
認
テ
ス
ト
』の
提
出

な
ど
、ス
タ
サ
プ
を
使
っ
た
自
学
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
る
の
で
、生
徒
た
ち
は
〝
1
点
で

も
多
く
取
ろ
う
〞と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。〝
配

信
す
れ
ば
課
題
を
や
る
〞と
い
う
習
慣
は
、確

実
に
身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
」と
、英
語
の
半
田

多
恵
子
先
生

　

も
う
一
人
、ユ
ニ
ー
ク
な
活
用
を
し
て
い
る
の

が
、生
物
の
津
田
純
弥
先
生
だ
。

「
コ
ロ
ナ
期
は
自
分
で
授
業
動
画
を
作
っ
て
い

た
の
で
、ス
タ
サ
プ
の
導
入
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
で
す
ね
。
講
義
動
画
は
１
テ
ー
マ
15
分
程
度
。

視
聴
後
す
ぐ
に
課
題
が
出
て
、確
認
テ
ス
ト
で

理
解
度
を
測
れ
る
の
で
、飽
き
ず
に
予
習
が
で

き
る
と
考
え
、動
画
視
聴
を
し
て
も
ら
い
、反
転

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
動
画
の
視
聴
率
は
、観

点
③
の『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』

の
評
価
に
入
る
の
で
、平
均
す
る
と
90
％
以
上
。

以
前
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
高
視
聴
率
で
す
。

　

観
点
①『
知
識
・
技
能
』に
は
、一
つ
の
単
元

が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
行
う『
単
元
テ
ス
ト
』の

ほ
か
、予
習
で
行
う『
確
認
テ
ス
ト
』の
初
回
正

答
率
を
入
れ
て
い
ま
す
。
初
回
に
限
定
し
た
の

は
、真
剣
に
動
画
を
見
て
、『
失
敗
で
き
な
い

ぞ
！
』と
テ
ス
ト
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
か

ら
。
予
習
・
復
習
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、質
問
に
く
る
生
徒
が
驚
く
ほ
ど
減
り
ま

し
た
。大
き
な
変
化
で
す
」と
津
田
先
生
。

「
今
後
は
、ほ
か
の
教
科
で
も
ス
タ
サ
プ
を
観

点
別
評
価
に
取
り
入
れ
、教
員
の
負
担
を
減
ら

し
な
が
ら
生
徒
を
伸
ば
す
取
り
組
み
が
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
」と
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
部
部
長

の
伊
佐
英
二
郎
先
生
も
話
す
。

文
武
両
道
校
と
し
て
多
様
な

進
路
を
実
現
す
る
基
礎
学
力

の
定
着
を
図
る
に
は
？

課題

単
元
テ
ス
ト
や
確
認
テ
ス
ト
、

反
転
授
業
の
動
画
視
聴
な
ど
を

観
点
別
評
価
と
し
て
活
用

活用

中間考査をなくし、スタサプ課題を
観点別評価に。生徒の自学習慣がついてきた

創立1922年／普通クラス、スポ
ーツキャリアクラス（共学）生徒数
707人（男子281人、女子426
人）進路状況（2023年度実績）
大学94人、短大13人、専門学校
等94人、就職18人、公務員7人

スタディサプリ活用法

取材・文／丸山佳子

学習

写真左から
キャリア教育推進部部長
進路指導主事
伊佐英二郎先生（国語）
山下経男校長
半田多恵子先生（英語）
津田純弥先生（生物）

観点別評価
●2年生（普通クラス） 英語コミュニケーション Ⅱ

2年生の英語の授業
中に行われていた不
定詞の『スタサプ単
元テスト』。生徒たち
は、テスト直前まで先
生に質問をし、真剣に
勉強をしていた。「テス
ト終了後にはフォロー
アップ課題が配信さ
れます。昨年まではテ
ストが終われば羽を伸

ばしていた生徒たちですが、今では半数以上がフ
ォローアップの動画を見て、解けなかった問題の
説明を聞き直して復習までしているので、すごい
変化だと思います」と半田先生。

上の表は普通クラス２年生の一学期の観点別
評価。観点②には『スタサプ単元テスト』が、観
点③には、スタサプへの取り組み姿勢が評価に
組み込まれた。

●生徒たちのスタディサプリ活用法
1年生のときから得意な英語
と数学を伸ばしたい、苦手な
現代国語を克服したいと『ス
タディサプリ』を使ってきまし
た。4月の到達度テストも手
応えがあり、英語は2、３ヵ所ミ
スしただけだったので、かなり

成績が上がったと思います。2年生になって英語
はテストや課題も増えましたが、がんばれば観点評
価も上がるので嬉しいです。英文法の関先生は
語源なども教えてくれて面白いし、現代国語も小
柴先生の講義で長文読解に自信がもてるように
なりました。受験も、『スタディサプリ』があれば心強
いです。（普通クラス2年・吉野蒼亜（そあ）さん）

●
1、2年生のときは、授業でイ
マイチ理解しきれなかった単
元を復習したり、古典文法を
覚えるときに、とても『スタデ
ィサプリ』のお世話になりま
した。3年になった今は、主
に受験対策に使っていま
す。先日も大学入学共通テストの模試があり、「情
報Ⅰ」は１年生で習っただけなので、「全然覚えて
ない！　どうしよう！」と、慌てて『スタディサプリ』1
年生のベーシックレベル講座を見直して、なんと
かなりました。一般受験をするので、これから夏休
みいっぱいかけて、総復習をしていきたいと思いま
す。（普通クラス2年・柏原映花（みはる）さん）
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